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(論文題名)

伝統工芸品の永続性に関する調査研究

百年超もの永続を可能にした要因を探る

(内容の要旨)

製造業に 10数 年従事し、他社 との差別化をほるため日々コス トダウンや短納期生産を実践する

ことを余儀なくされてきた私にとっては、QCDの 観点で見たとき、C(コ ス ト)が 高く、D(納

期)は 長いという 「伝統工芸1恥Jカミ、lTⅢ時代から現在まで百年起もの問なぜ永続することが口j能

だったのであろうか、とい う素朴な疑問を抱いていたことが今回の研究の問発点である。そして、
「伝統工芸『IJかなぜこんなに1)長く続いてくることが可付しだったのかの答えを探 り、この答えが、

波論として、果たして現在の企業の永続性に応用できるかを併せて考察することが、本,F究の狙
いであるぅ

具体的なアプローチとして、先行,F究をレビュー したうえで、「江戸切子」「江戸和竿Jを 「伝統

工芸品Jの 調茶対象に避定し、それらに従事する職人へのインタビューを通じて、永続を可能せし

めた理高を考察 整 理 し、自らの仮説を検証 した。

「技術や道具に関する 『変化』により永続性が否定される」を基本的なフレームワークとして、
インタビューから得ら加た職人の 「変化Jへの対応行動を考察することで、「新しいものへのチャレ

ンジ精神は、世代を Hlわず盛んであるJ「 『変化』に対応するだけでなく、工共が随所にみられるJ
「『変化』に対する行動パターンはそのままの型では継承されず、型を変えて受け継がれることが加

対的に多いJと いった専実が明らかになり、「伝統I芸 |『IJの水続を支えているのは 「『変化』にう

まく対応してきたこと」「独自の工夫をしてきたことJで あることがわかった。また、職人の世代間
での 「ネ離承Jに 注目すると、同じ職人でも時間の経過によって技能く〕考え方が変わり、結果として
「変化J′ヽ の帥志行動に()違いが■じてくることt〉わかつた。とt)すれば、「伝統工去品Jで は、師

匠 弟 子間の特殊技能の伝承がクローズアップさ煎かセ,であるが、伝承される対象として、技能だ

けでなく、精神や心も重要であることも明らかになった。

本研究の結果得られた知J兄から、現在の企業の永能性に対しても、第
一に、変化 (環境、道具、

羽||)に 対し、既存のものにこだわり続けるのではなく、物事を柔歌にとらえて対応する姿勢が必

要であること、第二に、現在の企業も自らがもつ技龍伝承のためには、早急に教育システムを導入

し運用することが大事であること、第二に、企業の人材育成には長期的な祝点で考えることが非常

に大切であり、長期的視野を持った人材育成が必要であること、という示唆が導かれるし


